





















Terayama Shuji’s Labyrinth in the Field :




















































和五十八年十一月十二日から新宿 ホール１で、ようやく日本公開された。同時上映の短編三本は、 『迷宮譚』 （監督・脚本＝寺山修司、昭
50） 、 『消しゴム』 （監督・脚本＝寺山修司、昭



















































ディネーター＝ヒロコ・ゴヴァース、製作＝九條映子、出演＝三上博史（明・少年） 、若松武（明・青年） 、新高恵子（母親） 、中筋康美（千代女） 、福家美峰（美登利） 、末次章子（ほのほ） 、蘭妖 （仲居おしの） 、根本豊（宰八） 、矢口桃（ほたる） 、広島ゆき子（心中少女） 大野晴美（手毬少女） 、伊丹十三（老人・僧・校長） 、仏
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期、寛延二年（一七四九）七月、備後国三次に住む十六歳の少年・稲生平太郎（のち武太夫）の屋敷で起こった怪異現象 対して、一か月にわたって平太郎が耐え通した顛末の「記録」か（？）とも言われている。家鳴りのなか、畳 はね上がり、抜身の刀だの香炉だの大桶だのが飛び交い、さらには数多の人の顔がくるくる回 り、巨大な手や老女 大首が襲 来る。あるいは灯火や竈の火が急に燃え出たり、天井 急に落ちてきたりする。夜伽の友人 切腹したかに見えて、いつしか死体 消えてしまっ （その友人も生きている） 、庭の踏石を踏むと、死人腹の上を踏んだように感じたり、といった怪奇な出来事が続く。平太郎が平気なまま一向動じないので、魔王・山
さんもと
本五郎左衛門が姿を現わし、




だが、神がくしで行方知れずとなっている。川を流れるあの手毬の持主こそ、菖蒲らし 思われ、彼女に会うべく、この黒門の秋谷別邸に逗留しているのだという。魔物を回向すべく、眠りこんだ葉越明の横に小次郎法師が並んで寝る 、小次郎法師の前 、 「人間 瞬く間を世界とする」魔物・秋谷悪左衛門が現われ、さらに魔界の美女に引き合わされる。彼女は明の母の知己（菖蒲か？）であり、手毬唄も知っているが、いまそれを教えるわけにはいかないという。やがて数年後に明が再びここに訪ね来て、ある令室に心迷 したときに 天上 母君から望み 唄が聞 えてこようと、小次郎法師に告げて 手毬をつきながら眷属たちと去っていく。　
寺山修司は、この原作を四十分の映画にするにあたって、亡き母が





原作を引き継いでいるが 寺山 映画では 葉越明が日本刀を振りかざ
24
介して、映画『草迷宮』にもその怪異世界は届いているといえるだろう。　
秋山稔「泉鏡花と『稲生物怪録』 」 （ 『稲生物怪録と妖怪の世界～みよ
しの妖怪絵巻～』展示図録、広島県立歴史民俗資料館、平
16）は、 「柏































































































いとなった寺の客人が、祭礼の舞台を客席で見ていると、恋する相手の夫人と自分自身とが舞台上に並んで座り、さらには自分の膝枕で女の真っ白な胸があらわとなる場面を目撃する。あるい 泉鏡花『眉かくしの霊』 （ 『苦楽』大
13・５）では、木曾街道・奈良井の旅籠屋にかつて投








を持ち始めるや、少年を木に縛り付けて、厳しく折檻す そ まま母が外出するときは、少年の身体中に手毬唄の歌詞を筆で書きこんで 魔除けの呪文とする。しかしそ 厳しい母が、化粧して着飾って出かけるのは、どうも男 密会するためらしいと、もっぱ 世間の噂である。母は女 エロティシズムを振りまきながら、少年に怖ろし 抑圧として働














体、川を流れる傘、床の間に据えられた子産石と手毬との入れ替わり、青年と母との性交幻夢の にころがる無数の手毬、縁側をころがる巨大球、乳房、 の生首、西瓜男、巨大茄子、巨大手毬、母の妊婦腹、太陽、子供の妖怪の円舞……。寺山修司は「映画『草迷宮』 出来るまで　
鏡花美学のディスクール」 （前掲）において、 「 『草迷宮』は、たった
一節の手毬唄の不在によって充たされた鏡花の小宇宙であり、その手毬がかたちを変えて 西瓜 な たり 子産石になったり、月になったりする。そして究極としては、そ 丸やかな『母 乳房』にたどりつく球体幻想の世界なのである」と述べている。　




唄』を比較考察しな ら「手毬は生首 シンボルな です」とも語っている。寺山において、手毬唄の探求が、 「母探し」とも「母殺し」とも重なっていくのは、この意味におい だ。　
映画『草迷宮』は、 「母の乳房」にも「母の生首」にも置き換え可能








にバロック的な「流動するイマージュ を見出している。寺山 「球体幻想」もまた、バロック的な増殖する隠喩であり、流動す 「置き換え
く。ひとりの母のなかで「良き母」と「悪しき母」 、 「観音力」と「鬼神力」とが、ふたつながら力を振るい、誘いながら罰することで、呪術さながらに、少年の性は疎外されるのだ。　
映画のなかで、青年・明が亡き母の手毬唄を探して旅をするさなか、
娼楼で客待ちしている母の姿を一瞬幻視する場面があるかと思うと、先に述べたように、青年・明 若かりし母との母子相姦幻夢の場面もある。明にとってこの旅は エディプス的な「母探し」の旅ではあるが、しかし同時 不能性の翳りを帯びている。　
映画『草迷宮』は、青年・明と、屋敷の妖怪たちが対決する夢魔さな
がらの場面でクライマックスを迎えるが、そ 妖怪たちに君臨 のは、亡き母である。生首となって語りかける母を西瓜男が持ち去り、追っていくと、最後の障子の奥では妊婦腹の母 待ち構えており、青年・明は、 「ほら、おまえをもう一度、妊娠 やったんだ」との言葉と哄笑を浴びる。 「 探し」も「母殺し」も、ぐ りと一回転して、 「地獄めぐり」は始まりに戻る。懐妊した の高らかな笑いがこだまする一方、抑圧された葉越明の当て所なき旅は続く だ。　
既に『稲生物怪録』からして、そこには球体・円形のイメージが頻出




をさらに超現実的なバロック・イメージで飾り立てたといえよう。はずんで落ちていく手毬、母の 提灯 少年の丸い帽子、母が手繰る糸車、少年がかじる林檎 手毬 足枷で護送される囚人 小坊主連 運ぶ巨大手毬、シャボン玉、釣鐘、電球、少年と母 寝床に浮かぶ透明 球
28











































































原子力発電所からプルトニウムを盗み出し アパートの一室で原子爆弾の製造に成功。政府を脅迫し、交渉役の警部（菅原文太）と 対決が展開していく。銀色の原爆球をめぐる攻防のなかで、さまざまな球体の換喩が織りこまれている。風船ガム、太陽、サッカーボール、銀色風船、水球など。そして理科教師は完成し 予備 原爆球 、妊婦に変装してその腹につめ、国会議事堂へと赴いたりする。さまざまに換喩されながらも、しかし本物の権力的な一つ 争奪戦が、映画の行方を握っている。一方、映画『草迷宮』において 球体は遍在し 氾濫し、交換可能なバロック・イメージに溢れている。こちらは本物 唯一の手毬というのは存在せず、 「中心」は不在のまま、手毬唄の歌詞自体も伝播するや、消えていく。
30







工の彫工・小山夏吉は、能登の羽咋郡・大笹の宿で、金沢の俳人・可心が記した「能登路の記」を読み、大笹村 川裳明神の縁起を知る。浪にさらわれそうになった可心を救って身代わりに死んだ荷担ぎの女を弔べく、女神像を可心が祀ったのである。夏吉は、窮迫した若き日、金街道の人待石のところで、金で売られていく娘・お優 知り合う。二は世をはかなんで心中しようとして果たせず、瓜泥棒で捕えら 、お優は村の男たちに強姦さ て ま 。夏吉にはなすすべ く、お優を見捨てて逃げた痛恨の過去があり、自身を生き残った可心に重ねる。その後発狂したお優は瓜番小屋で自らに火を放って焼死し と 。いま夏吉が可心寺の川裳明神 訪ねると、かつて瓜を り分け お優の幻影と心中未遂の記憶へと誘いこまれていく。　
寺山修司のラジオドラマ『瓜の涙』は、枠組みとしては泉鏡花『瓜の

































































































































































































ら、他の二作品を紹介すると、 「ジャカンの短編は『人魚の島』というタイトルで、中年のサラリーマンがふとしたことで女ばかりの島に漂着し、そこで自らの夢に裏切られるという話。ボロツェック 衣裳タンス』というタイトルで、フォーリー・ベルジェの踊り子に通いつめた一 の男が、
33
（
13）　
種村季弘「解説」 （泉鏡花『草迷宮』所収、岩波文庫、昭
60）
（
14） 　
セベロ・サルドゥイ『歪んだ真珠』 （一九七五、邦訳筑摩書房︿
バロッ
ク・コレクション４﹀
・旦敬介訳・平１）は、円から楕円への移行、 「一のま
わりに描かれているもの」から「複数のまわりに描かれているもの」への移行を、古典主義的なものからバロック的なものへの移行としてとらえている。
（
15） 　『マグリット展』図録（読売新聞東京本社、平
27）参照。東京・国立新美
術館＝平
27・３・
25～６・
29、京都・京都市美術館＝平
27・７・
11～
10・
12
開催。
（
16） 　
寺山修司インタビュー「スクリーンの裏側で映像を聞いた」 『イメージ
フォーラム』昭
55・
11）
（
17） 　
高橋睦郎『球体の神話学』 （河出書房新社、平３）は、 「地球即人間という
思考は、これを逆転させれば天球即神という思考になる。しかも、人間は天球儀の中心に入ることは不可能だから、天球儀の外 神の視点で天球儀を見ることになる。洋の東西を問わず、支配者たちが天球儀を愛撫することを好んだのも、また
宜うべ
なるかな」と述べている。地球儀をめぐる思考も同様で
あろう。
（
18） 　『鏡花全集』巻二十（岩波書店、昭
50）所収『瓜の涙』参照。
（
19） 　『鏡花全集』巻二十三（岩波書店、昭
50）所収『河伯令嬢』参照。ちなみ
に安部亜由美「泉鏡花『河伯令嬢』論」 （ 『国語国文』平
15・８）によれば、
俳人・可心も「能登路の記」も実在せず、大笹の川裳明神も鏡花による仮構だという。
（
20） 　
引用は『寺山修司の戯曲６』 （前掲）より。放送作品では、 「にんしんして
くれませんでしたね」が「身ごもってくれませんでしたね」へと変更されている。
（
21） 　『鏡花全集』巻十三（岩波書店、昭
49）所収『朱日記』参照。
（
22） 　『鏡花全集』巻十五（岩波書店、昭
50）所収『菎蒻本』参照。
 
平成二十七年九月二十八日受理

